
 

 

 

  

１ 市町村概要 

本市は、岡山県南東部に位置しており、面積は258.14㎢（東

西25km、南北30km）を有し、県土の3.6％を占めています。南部

に瀬戸内海国立公園の中央に位置する日生諸島を擁し、西端に

岡山県三大河川の一つ吉井川、東部は兵庫県赤穂市と上郡町に

接し、西部は岡山市、赤磐市、和気町、瀬戸内市、北部は美作

市に接しています。 

地形は総面積の約80％を山林が占めており、平野部は極めて

少ないことから、集落が各地に分散して形成されています。 

道路は、東西に山陽自動車道、岡山ブルーライン、国道2号及び国道250号、南北に国道374号が

通っています。鉄道は、ＪＲ山陽本線と赤穂線が東西に通り、海上では、香川県小豆島へフェリー

が就航しており、交通の要所となっています。 

気候は、年平均気温15℃前後、年間雨量は1,400㎜程度で、瀬戸内式気候に属しています。 

 

 

人口 ３２，４９５人（世帯数 １５，３８３世帯） ※令和４年２月末時点  

主な産業 窯業、漁業、農業 

地域の主なイベント 

  7 月下旬 三石夏まつり 

  8 月中旬 ひなせみなとまつり 

 10 月中旬 備前焼まつり 

2月下旬 ひなせかき祭 

生活環境 

買い物 大型スーパー７、コンビニ１１、ホームセンター４ 

医療 市立病院３院のほか歯科・内科診療所あり  

学校 
保育園2園、こども園8園 

小学校10校、中学校5校、支援学校1校、高等学校1校、定時制高等学校1校 

アクセス方法 

岡山駅から：約 30km、車で約 60 分 

岡山空港から：約 50km、車で約 90 分 

          (山陽自動車道で約 60 分) 

備前 IC 又は和気 IC から：  

約 8km、車で約 15 分 

備前市 



２ 新規就農に向けた支援について 

（１）地域農業の特徴 

備前市の農業は、基幹作物の水稲とともに軟弱野菜（小松

菜）、果樹（ぶどう、いちじく、みかん、もも）の生産振興を

図っています。特色ある農作物への振興を図りつつ、農業後継

者の育成や新規就農者の受入を通じて担い手の確保を図って

います。 

 

 自然条件  

 （令和3年度「備前市の統計」） 

 （和気地域気象観測所のデータ） 

 年間平均気温：16.0℃ 

 年間降水量  ：1131.5mm 

 積雪の状況 ：ほとんどない 

（２）就農希望の方へ 

岡山県の南東部に位置する備前市は、年間を通して温暖で、西端には岡山県三大河川の一つ吉

井川が流れています。意欲のある方、備前市で農業をはじめてみませんか。 

 

（３）農業体験研修・実務研修の研修主体     
 研修品目 産地の位置 研修主体名 

１ ぶどう 東鶴山地区 晴れの国岡山農業協同組合 

２ 軟弱野菜(施設＋露地) 西鶴山地区 晴れの国岡山農業協同組合 

  
  研修受入の条件等 

・就農意欲が非常に高いこと 
・労働力は 2 名以上が望ましい（既婚者を優先する） 
・営農に必要な自己資金が十分あること（500 万～1,000 万円程度） 

  ・就農時に市内において居住し、営農を開始すること 
  ・就農後は基本的に系統出荷（JA 出荷）を守ること 
  ・年齢は、就農予定時期に 50 歳未満の方 
  ・地域の活動に積極的に参加すること 
 
（４）就農、定住等に関する支援情報 
就
農
関
係 
の
支
援 

農地の確保 

市、農業委員会、晴れの国岡山農業協同組合が中心となり、また農地中

間管理機構を活用して、貸借可能な農地情報を収集して研修生への斡

旋を図ります。 

就農奨励金支給事業 

市内に住所を有して新たに農林漁業に従事し、将来にわたり専業とし

て農林漁業経営を続けていこうとする 39 歳以下の人に対して、奨励

金(5 万円)を支給します。 

そ
の
他
の 
支 
援 
等 

住居の確保 
備前市空き家情報バンクなどを活用し、情報提供を行います。 

空き家の購入や住宅リフォームに係る経費などの一部を補助します。 

子育て支援に関すること 
備前市に住民登録のある18歳までの子が病院などで受診された場合、 
医療費(保険診療分)の自己負担額を助成します。 

定住促進に関すること 住宅取得奨励金として、対象住宅の固定資産税相当額を助成する。 

 

 新規就農に関する連絡先  

担当課名：備前市産業部農政水産課        住   所：備前市東片上１２６ 

電話番号：０８６９－６４－１８３１   ＦＡＸ番号：０８６９－６４－１８５０ 

Ｈ  Ｐ：http://www.city.bizen.okayama.jp/index.html 

  
  


